







れが AR 技術認知の最初とされていることもある。AR を作成する技術としては、奈良先端科
学技術大学院大学の加藤博一教授が ARToolkit を開発し、2007 年以降工学ナビのホームペー
ジ1）で掲載され、また「ARToolkit」（2008 年橋本著）2）として発行されている。




月 26 日販売開始したニンテンドー 3DS 小型ゲーム機には、最初から AR カードが同梱されて
いた。
　ビジネス用としては、IKEA が AR カタログを配布し、家具の 3D 模型を実際の部屋に配置
する事例が出ている。
　日経コンピュータによる ITPro サイト3）では、2016 年における、仮想現実（VR）と拡張現





















2.　汎用 AR ブラウザ junaio の採用
　まず、手軽に AR を見てもらう手段として、ドイツ metaio 社にて 2012 年に開発された
junaio（ジュナイオ）という無償のAR汎用ブラウザ（ビューア）を使うことにした。これは、















図 1　プログラム不要な AR 作成ソフト（metaio creator）の説明画面




　実際の入試パンフレットに AR を実装することになった。対象は、「2015 年度の体育会特待
生奨学金制度（フットサル）」である。全 4 ページのパンフレット表紙に当時のフットサルメ
























　本研究は 2014 年度でおこなったが、その後、2015 年 5 月に突然 metaio 社のセミナー中止
と junaio のサポート中止が発表された。技術すべてを Apple 社に売却したことがニュースと
なり、2015 年 12 月 15 日をもって junaio の利用も不可能になることがわかった。
　Apple 社が AR ブラウザとその作成ソフトに興味を持っていることは確かで、汎用 AR ブラ
ウザは、今後モバイル製品に当たり前のように付随してくるのかもしれないが、一社の技術に
よりかかるデメリットが露呈した形になった。
　日本でも数社が、販売代理あるいは junaio を利用した AR コンテンツ販売を請け負ってい
たが、すべてが突然中止になった。その代表の一社であったサイバネット株式会社4）の当面の
載せ替え手段として、自社で junaio に変わる cybARnet（サイバー・エーアールネット）と
いう汎用 AR ブラウザアプリを開発し、junaio 用に作成してあった既存コンテンツも使えるよ
う移行方法を提案してくれた。





2）…橋本…直「3D キャラクターが現実世界に誕生 !…ARToolKit 拡張現実感プログラミング入門」アスキー・
メディアワークス ,2008/9/17
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